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20,319名
633,956,000円

31,200円����೥��月��೔ࡏݱ

　

数
年
前
、
友

人
が
認
知
症
に

な
っ
た
。
年
は

一
つ
し
か
違
わ

な
い
。
頭
が
良

く
運
動
も
で
き

た
人
だ
っ
た
。

最
初
は
人
の
名
前
を
間
違
う
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
同
じ
質

問
を
繰
り
返
し
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
う
ち
幻
覚
を
見

る
よ
う
に
な
っ
た
。
友
人
宅
を

訪
問
し
た
時
、「
お
帰
り
下
さ

い
」
と
玄
関
の
ド
ア
を
開
け
て

い
た
。「
ど
う
し
た
の
」
と
聞

く
と
、「
部
屋
に
知
ら
な
い
子

ど
も
が
い
て
帰
っ
て
く
れ
な

い
」
と
言
っ
た
。
ご
主
人
に
話

を
聞
く
と
徘
徊
も
し
て
い
る
そ

う
だ
。
私
は
帰
り
道
涙
が
止
ま

ら
な
か
っ
た
。
ま
だ
若
い
の
に

認
知
症
に
な
る
な
ん
て
。

　

そ
の
後
病
院
に
入
院
し
た
と

聞
き
お
見
舞
い
に
行
っ
た
。
友

人
は
車
イ
ス
に
乗
っ
て
い
た
。

声
を
か
け
て
も
返
事
す
ら
な

い
。
う
つ
ろ
な
顔
つ
き
で
廃
人

の
よ
う
だ
っ
た
。
帰
る
時
「
ま

た
来
る
ね
」
と
い
う
と
、
友
人

は
顔
を
上
げ
「
大
丈
夫
」
と

言
っ
た
。
友
人
は
優
し
い
人

だ
っ
た
。
認
知
症
に
な
っ
て
も

私
を
気
づ
か
っ
て
く
れ
た
と

思
っ
た
。

　

認
知
症
に
な
る
と
家
族
に
迷

惑
が
か
か
る
。
自
分
も
認
知
症

に
な
り
た
く
は
な
い
。
そ
の
た

め
に
脳
ト
レ
や
体
操
を
し
た
り

し
て
い
る
が
、
ど
の
程
度
効
果

が
あ
る
も
の
や
ら
。
指
を
動
か

す
の
が
良
い
と
聞
き
、
ピ
ア
ノ

を
弾
い
た
り
も
し
て
い
る
。
と

も
あ
れ
、
将
来
の
自
分
の
た
め

に
認
知
症
マ
フ
を
編
ん
で
お
こ

う
。

～〝
通
う
〟か
ら〝
通
い
た
く
な
る
〟デ
イ
ケ
ア
へ
～

　

組
合
員
の
皆
さ
ま
か
ら
は
、

「
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

い
」「
慣
れ
た
場
所
で
安
心
し

て
リ
ハ
ビ
リ
を
続
け
た
い
」
と

い
う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
特
に
入
浴
は
、
ご
本
人

の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
だ
け
で
な

く
、
ご
家
族
の
介
助
負
担
を
軽

く
す
る
大
切
な
支
援
で
す
。
そ

こ
で
、
リ
ハ
ビ
リ
・
身
体
づ
く

り
・
入
浴
を
自
由
に
組
み
合
わ

せ
ら
れ
る
〝
選
べ
る
デ
イ
ケ

ア
〟
を
新
た
に
展
開
し
、
利
用

者
の
皆
さ
ま
が
「
頑
張
る
」
だ

け
で
な
く
、よ
り
「
楽
し
め
る
」

仕
組
み
を
整
え
ま
す
。

　

新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
は
、〝
通

う
〟
か
ら
〝
通
い
た
く
な
る
〟

デ
イ
ケ
ア
へ
…
。「
今
日
は
お

風
呂
で
さ
っ
ぱ
り
し
た
い
」「
次

は
リ
ハ
ビ
リ
で
体
を
動
か
し
た

い
」
な
ど
、
利
用
者
ご
自
身
が

選
べ
る
ス
タ
イ
ル
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
義
務
感
で
は
な

く
、「
こ
こ
に
来
る
と
元
気
に

な
れ
る
」「
誰
か
に
会
い
た
く

な
る
」
そ
ん
な
前
向
き
な
気
持

ち
が
自
然
と
生
ま
れ
る
場
所
を

目
指
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
お
お
よ

そ
要
支
援
１
～
要
介
護
２
の
方

を
中
心
に
、「
最
近
外
に
出
る

機
会
が
減
っ
て
き
た
」「
階
段

が
つ
ら
く
な
っ
て
き
た
」「
人

と
話
す
時
間
が
少
な
く
て
さ
み

し
い
」
と
感
じ
て
い
る
方
々
で

す
。
病
院
で
の
リ
ハ
ビ
リ
を
終

え
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
を
探
し
て

い
る
方
に
も
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。

　

特
に
ご
要
望
の
多
い
入
浴

サ
ー
ビ
ス
は
、
要
支
援
２
～
要

介
護
２
の
方
を
対
象
と
し
て
い

ま
す
。
入
浴
や
着
替
え
に
見
守

り
や
軽
い
介
助
が
必
要
な
方

が
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ

う
支
え
ま
す
。

　

入
浴
時
は
ス
タ
ッ
フ
が
そ
ば

で
見
守
り
、
洗
身
・
洗
髪
、
浴

槽
の
出
入
り
、
着
替
え
な
ど
を

必
要
に
応
じ
て
援
助
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
宅
で
安
全
に
入

浴
で
き
る
力
を
取
り
戻
せ
る
よ

う
、
身
体
機
能
の
維
持
・
向
上

に
も
取
り
組
み
ま
す
。
浴
室
環

境
に
合
わ
せ
、
手
す
り
の
位
置

や
入
浴
補
助
具
の
使
い
方
な
ど

も
お
伝
え
し
ま
す
。

　

入
浴
は
清
潔
保
持
だ
け
で
な

く
、
心
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
も

つ
な
が
る
大
切
な
時
間
で
す
。

「
気
持
ち
よ
か
っ
た
」「
ま
た
来

た
い
」
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
心
を

込
め
て
対
応
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
組
合

員
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
と
も

連
携
し
、
孤
立
を
防
ぎ
な
が
ら
、

地
域
全
体
で
健
康
を
支
え
る
拠

点
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま

す
。「
ち
ょ
っ
と
立
ち
寄
っ
て
み

よ
う
か
な
」
そ
ん
な
気
持
ち
で

足
を
運
べ
る
、
温
か
く
開
か
れ

た
場
所
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
デ
イ

ケ
ア
に
、
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ

さ
い
。
皆
さ
ま
の
〝
こ
れ
か
ら

の
元
気
〟
を
、
私
た
ち
が
し
っ

か
り
支
え
て
い
き
ま
す
。

※
短
時
間
リ
ハ
ビ
リ
・
リ
ハ

シ
ュ
ー
レ
に
は
変
更
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。現
行
通
り
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

サ
ー
ビ
ス
内
容
や
利
用
開
始
時

期
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
、
左

記
ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

須
川
診
療
所 

通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
（
デ
イ
ケ
ア
）

☎
〇
二
四
―
五
三
一
―
七
八
八
九

担
当
：
小
平
・
遠
藤

　
組
合
員
の
皆
さ
ま
が
「
も
っ
と
気
軽
に
」「
も
っ
と
楽
し
く
」「
も
っ

と
自
分
ら
し
く
」
通
え
る
場
所
を
つ
く
り
た
い—

—

そ
ん
な
思
い
か

ら
、デ
イ
ケ
ア
機
能
を
大
幅
に
拡
充
し
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
ス
タ
ー

ト
い
た
し
ま
す
。

　

二
〇
二
五
年
、
久
し
ぶ
り
に

県
外
へ
向
け
た
バ
ス
旅
行
を
二

つ
の
支
部
が
実
施
し
ま
し
た
。

大
型
バ
ス
を
貸
切
る
五
十
名
の

参
加
を
目
標
に
、
支
部
の
皆
さ

ん
へ
丁
寧
に
声
を
か
け
、ま
た
、

隣
の
支
部
か
ら
の
参
加
も
受
け

入
れ
な
が
ら
行
わ
れ
た
旅
行

は
、
移
動
す
る
バ
ス
の
中
で
訪

問
先
の
見
ど
こ
ろ
報
告
や
ク
イ

ズ
、
運
動
（
!?
）
な
ど
退
屈
し

な
い
よ
う
様
々
な
企
画
を
用
意

し
、
満
員
の
車
内
で
長
時
間
と

な
り
ま
し
た
が
、
楽
し
く
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た

参
加
者
か
ら
新
た
な
組
合
員
が

誕
生
す
る
な
ど
、
大
き
な
成
果

に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
懇
親
交
流
が
再

開
さ
れ
た
り
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

や
ボ
ッ
チ
ャ
を
用
い
た
イ
ベ
ン

ト
も
大
盛
況
。
ま
た
事
業
所
で

は
四
つ
す
べ
て
の
ブ
ロ
ッ
ク
で

健
康
ま
つ
り
が
新
た
な
参
加
者

を
迎
え
て
盛
大
に
行
わ
れ
る
な

ど
、
原
発
事
故
や
コ
ロ
ナ
禍
で

大
き
な
影
響
を
受
け
た
組
合
員

活
動
も
、
ま
た
新
た
な
ス
テ
ッ

プ
を
踏
み
出
せ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

一
九
八
二
年
の
創
立
以
来
四

十
四
年
。
新
た
に
加
わ
っ
た
組

合
員
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
ど

ん
ど
ん
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　東日本大震災から15年。汚染水の海洋放出は粛々とすすめられていますが、
廃炉作業はようやく数グラムのデブリが取り出されたものの一向に進みませ
ん。改めて当時を振り返り、これからを考える時間を共有しましょう。

開催にあたり、カンパや協賛金については生協の各事業所でお預かりいたしま
す。また参加については下記までお問い合わせください。

2026 原発のない福島を！ 県民大集会

と　き

ところ

主　催

パルセいいざか  〒960-0201 福島市飯坂町字筑前27-1

原発のない福島を！県民大集会実行委員会

2026年３月21日（土） 12時開場、13時開会

お問い合わせ先／地域保健部　☎526－1515

大
き
く
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
！

大
き
く
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
！

こ
の
春
、
須
川
診
療
所
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が

こ
の
春
、
須
川
診
療
所
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が

二
〇
二
五 

生
協
強
化
月
間
よ
り

（1）第496号 ２０２6年₂月発行〔私たちの理念〕いのち輝く明日のために　健康づくり　仲間づくり　まちづくり　みんなでつくる　みんなの安心



　久々の講座となり、めでたく７名のサポーターが誕生し
ました。座学と実技２日の講座ですが、春に向けて希望さ
れる地域があればご連絡ください。
　数名～10名程度から実施可能
　日程についてはご相談させていただきます。

連絡先　地域保健部　☎526－1515

住
所
の
変
更
届
出
の
催
告

　
き
ら
り
健
康
生
活
協
同
組
合
・
定
款
第
十
条
「
み
な
し
自
由
脱

退
」
に
も
と
づ
き
、
居
住
地
が
不
明
の
組
合
員
に
つ
い
て
、「
自

由
脱
退
」
の
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

　
当
医
療
生
協
で
は
、
住
所
不
明
の
組
合
員
に
関
し
て
、
調
査
を

し
て
き
ま
し
た
が
、
転
居
先
等
が
判
明
し
な
い
た
め
、「
住
所
の

変
更
届
出
の
催
告
」
に
つ
い
て
公
告
し
ま
す
。

　
二
〇
二
六
年
二
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
き
ら
り
健
康
生
活
協
同
組
合

�

理
事
長　

木　
村　
　
　
公

〔
お
願
い
〕

　
○
個
人
情
報
保
護
の
関
係
上
、氏
名
の
み
の
記
載
と
し
て
い
ま
す
。

　
○
下
記
の
名
簿
の
中
で
、
お
心
当
た
り
が
あ
れ
ば
、「
き
ら
り

健
康
生
協
本
部
☎
〇
二
四
―
五
三
一
―
六
二
六
二
」
ま
で
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
瀬
上
町
）
遠
藤
紀
、
遠
藤
尚

子
、
斎
藤
正
子
、
鈴
木
勝
子
、

藤
田
美
智
子
、
古
内
雄
大
、
布

施
鈴
代
、
穂
積
美
代
子
、（
本

内
）
石
渡
幸
代
、
斉
藤
ア
キ
、

（
丸
子
）
木
村
和
子
、（
南
矢
野

目
）
海
上
あ
み
、
佐
藤
和
美
、

中
村
孝
子
、
渡
邊
正
紘
、
小
柳

奈
々
美
、（
沖
高
）
後
藤
博
、（
宮

代
）
阿
部
タ
カ
、
阿
部
ヨ
シ
、

飯
澤
美
夕
、
梅
宮
隆
弘
、
四
竈

栄
子
、
髙
野
チ
イ
子
、
林
一
重
、

林
ヨ
シ
子
、
広
田
牧
子
、
保
科

靖
子
、
吉
川
セ
ツ
子
、
竹
田
智

子
、（
飯
坂
町
）
小
笠
原
み
ゆ

き
、
蒲
倉
智
恵
子
、
澤
田
初
江
、

（
飯
坂
町
湯
野
）
平
井
寿
光
、

舟
山
淑
、
山
田
学
、
渡
辺
登
、

（
飯
坂
町
平
野
）
阿
部
啓
二
、

梅
原
秀
幸
、
亀
岡
ノ
リ
子
、
紺

野
裕
子
、
紺
野
美
弘
、
髙
橋
孝

信
、（
笹
谷
）
植
松
優
、
遠
藤

孝
夫
、
大
久
保
美
子
、
大
島
英

子
、
蒲
倉
廣
之
、
後
藤
弘
子
、

紺
野
孝
、
紺
野
正
義
、
齋
藤
竜

二
、
佐
久
間
孝
雄
、
田
崎
ト
モ
、

浜
田
栄
子
、
渡
邊
正
廣
、（
飯

坂
町
中
野
）
木
村
政
裕
、
長
岡

正
義
、（
伊
達
市
）
菅
野
悟
、（
保

原
町
）
針
生
次
男
、
歌
川
直
美
、

相
沢
勝
利
、（
梁
川
町
）
岡
崎

忠
一
、
中
木
克
己
、
佐
藤
千
枝

子
、（
大
森
）
井
上
夕
子
、
小

原
初
巳
、
菅
野
チ
ヨ
子
、
武
藤

千
鶴
子
、（
永
井
川
）
池
田
智

美
、
太
田
薫
、
小
田
切
華
穂
、

三
浦
康
弘
、（
山
田
）
長
尾
と

み
子
、（
上
鳥
渡
）
岡
部
智
子
、

加
藤
隆
、
西
尾
マ
サ
、（
成
川
）

奥
野
大
亮
、（
松
川
町
）
鈴
木

未
来
、
井
坂
京
平
、（
桜
本
）

二
階
堂
一
郎
、（
佐
倉
下
）
矢

葺
幸
海
、（
上
名
倉
）
鈴
木
英

樹
、（
荒
井
）
菅
野
裕
志
、
佐
々

木
良
子
、（
町
庭
坂
）
江
本
ち

よ
、
紺
野
満
智
子
、（
天
神
町
）

鐵
明
美
、
三
河
モ
ト
、（
森
合

町
）
半
澤
富
子
、（
森
合
）
太

田
祥
子
、
壁
谷
純
一
、
古
市
と

し
子
、
守
山
夏
希
、
矢
ヶ
崎
富

男
、
八
巻
美
奈
子
、（
霞
町
）

渡
辺
和
江
、（
新
町
）
和
合
一

桂
、（
早
稲
町
）
菅
井
昭
一
郎
、

高
橋
洋
一
、
千
葉
明
、（
曽
根

田
町
）
佐
藤
武
朗
、
藤
田
真
弓
、

（
三
河
南
町
）
菅
野
佑
紀
、（
野

田
町
）
浅
田
望
歩
、
阿
部
ミ
キ

子
、
宇
佐
見
ま
ゆ
み
、
碓
井
宏

幸
、
小
笠
原
遥
、
菅
野
政
治
、

菅
野
陽
一
郎
、
七
島
張
、
菅
沼

勝
人
、
照
井
恭
子
、
渡
辺
良
、

安
藤
達
也
、
一
刀
彩
、
一
刀
幸

信
、
伊
藤
美
知
子
、
斎
藤
真
知

子
、
松
本
拓
真
、
坂
本
美
喜
男
、

野
村
佳
織
、（
笹
木
野
）
浅
野

絹
子
、
角
田
武
志
、
鈴
木
謙
一
、

冨
原
育
、
山
田
勇
、
山
田
葉
子
、

（
清
明
町
）
本
田
清
則
、
本
田

裕
子
、（
矢
剣
町
）
斎
藤
イ
ミ

子
、（
須
川
町
）
髙
橋
美
津
子
、

山
本
聖
子
、（
太
田
町
）
助
川

三
男
、（
東
中
央
）
梅
津
昇
、

井
上
み
な
、（
北
中
央
）
加
藤

静
江
、
新
田
篤
史
、
羽
根
節
子
、

三
浦
玲
子
、
武
藤
幸
二
、
渡
部

亘
史
、（
西
中
央
）
濱
野
帆
南

美
、（
南
中
央
）
安
西
明
子
、（
豊

田
町
）
古
屋
匡
子
、（
山
下
町
）

永
山
貴
博
、（
北
五
老
内
町
）

大
槻
仁
人
、（
東
浜
町
）
國
島

克
樹
、（
上
浜
町
）
須
貝
恭
子
、

（
腰
浜
町
）
山
岸
さ
く
ら
、
山

田
英
樹
、（
渡
利
）
木
村
ク
ニ
、

斎
藤
正
男
、
佐
藤
清
、
佐
藤
七

美
、
長
澤
昌
子
、
二
瓶
正
俊
、

本
橋
弘
子
、（
小
倉
寺
）
岩
井

賢
志
朗
、
坂
入
美
奈
、
横
山
望

緒
、（
太
平
寺
）
早
川
寛
、（
鳥

谷
野
）
佐
藤
明
子
、
志
賀
達
也
、

鈴
木
栄
一
、
永
井
啓
和
、
渡
部

成
則
、（
黒
岩
）
安
齋
和
之
、

安
斎
美
保
、
伊
勢
田
理
奈
、
一

條
聡
士
、（
伏
拝
）
遠
藤
澄
子
、

佐
藤
友
樹
範
、（
蓬
萊
町
）
小

林
悦
子
、
三
浦
貴
子
、
三
浦
輝

雄
、
山
本
聡
、（
郷
野
目
）
安

斉
あ
け
み
、
川
沼
キ
ヨ
シ
、
小

泉
鉄
之
、
佐
藤
洋
子
、（
方
木

田
）
坂
詰
由
美
子
、
白
浜
雅
子
、

高
野
将
行
、
渡
邉
千
晶
、（
八

木
田
）
大
森
秀
人
、
上
遠
野
フ

ミ
、（
吉
倉
）
紺
野
章
子
、（
仁

井
田
）
伏
見
マ
サ
、（
岡
部
）

阿
久
津
紋
子
、
荒
木
照
子
、
遠

藤
信
子
、
本
間
武
子
、
三
浦
忠
、

山
倉
鮎
美
、（
北
沢
又
）
阿
部

直
美
、
紺
野
チ
ヨ
ノ
、
斎
藤
利

男
、
樋
口
廣
男
、
渡
邉
陽
子
、

二
瓶
静
江
、
入
道
正
彦
、（
御

山
）
伊
藤
勝
美
、
宍
戸
美
和
子
、

西
坂
栄
司
、
馬
場
彬
、（
泉
）

栗
原
敏
博
、
斎
藤
信
子
、
二
階

堂
英
子
、
山
岸
典
子
、
安
齋
美

代
、
北
野
ヤ
ヘ
、
佐
久
間
和
子
、

佐
藤
サ
ト
子
、
菅
原
正
志
、
原

瀬
久
子
、
村
田
光
治
、（
南
沢

又
）
佐
藤
徳
、
山
﨑
廣
子
、
米

倉
ノ
ブ
子
、
二
文
字
屋
陽
子
、

湯
浅
伊
佐
夫
、
斎
藤
栄
、
斎
藤

静
子
、
佐
藤
英
二
、
宍
戸
仁
美
、

宮
内
紀
久
子
、（
本
宮
市
）
溝

井
未
紀
、（
桑
折
町
）
野
田
重

郎
、
大
槻
巌
、（
国
見
町
）
佐

藤
裕
哉
、（
飯
舘
村
）
長
井
和

子
、（
須
賀
川
市
）
神
健
太
、（
郡

山
市
）
伊
東
雪
羽
、（
田
村
市
）

三
輪
マ
サ
ノ
、
川
原
忠
、（
い

わ
き
市
）
池
田
涼
一
、
坂
本
翔
、

（
浪
江
町
）
菅
野
典
男
、（
南
相

馬
市
）
森
孝
男
、（
千
葉
県
）

高
橋
キ
ミ
、（
宮
城
県
）
加
藤

舞
、
若
林
栄
次
、（
山
形
県
）

酒
井
貴
徳

　

こ
れ
ま
で
コ
ロ
ナ
禍
で
休
止

し
て
い
た
支
部
旅
行
を
今
年
復

活
し
ま
し
た
。
今
年
は
何
と
し

て
も
実
施
し
よ
う
と
、
当
初
宮

城
県
方
面
を
企
画
し
て
み
ま
し

た
が
、
バ
ス
を
貸
切
る
に
は
人

数
が
足
り
ず
、
急
遽
紅
葉
の
霊

山
の
近
間
に
決
め
、
実
行
し
ま

し
た
。
十
一
月
十
日
十
四
名
の

参
加
で
当
日
は
何
と
か
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
久
々
の
旅
行
と
な

り
ま
し
た
。
紅
葉
も
見
頃
で
、

岩
が
際
立
つ
霊
峰
霊
山
を
真
上

に
眺
め
な
が
ら
「
紅
彩
館
」
に

到
着
。
係
り
の
方
か
ら
説
明
を

受
け
風
呂
に
入
る
人
、
景
色
を

眺
め
る
人
、
楽
し
く
談
話
す
る

人
。
あ
っ
と
い
う
間
に
お
昼
。

立
派
な
和
食
御
膳
を
美
味
し
く

い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
ご
満
悦
の

よ
う
で
し
た
。
当
日
二
人
の

キ
ャ
ン
セ
ル
も
あ
り
、
そ
の
分

の
お
膳
も
食
べ
て
あ
げ
る
人
も

い
て
、
大
き
な
笑
い
を
誘
い
ま

し
た
。

　

食
事
後
は
、
本
部
か
ら
の
お

知
ら
せ
や
『
リ
ハ
シ
ュ
ー
レ
』

を
中
心
と
し
た
介
護
予
防
の
た

め
の
運
動
や
体
づ
く
り
の
ご
指

導
も
あ
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に

帰
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

帰
途
、
道
の
駅
「
伊
達
の
郷
」

に
よ
り
、
皆
さ
ん
手
に
一
杯
の
お

み
や
げ
を
買
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
手

身
近
に
近
い
所
で
や
る
か
、
あ

る
い
は
他
支
部
と
協
力
し
て
、

あ
る
程
度
遠
方
の
名
所
を
選
ぶ

か
、
皆
様
と
協
議
を
重
ね
た
い

と
思
い
ま
す
。

�

（
事
務
局　

佐
々
木
）

寄 稿

三
河
台
中
支
部

三
河
台
中
支
部

��

旅
行
復
活

旅
行
復
活

ウォーキングサポーターウォーキングサポーター
養 成 講 座養 成 講 座南ブ

ロッ
ク

南ブ
ロッ
ク

教室
実施

教室
実施

あ
な
た
の
地
域
で
も

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
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理
事

　作
業
療
法
士

　
　平

　野

　聖

　子

理
事

　作
業
療
法
士

　
　平

　野

　聖

　子

第２回

前
回
の
あ
ら
す
じ

　「
南
医
療
生
協
の
組
合
員
活

動
実
践
コ
ー
ス
（
前
・
後
期
）」

を
受
講
す
る
た
め
に
、
遥
々
名

古
屋
ま
で
や
っ
て
き
た
私
は
、

南
医
療
生
協
の
規
模
の
大
き
さ

に
圧
倒
さ
れ
つ
つ
も
、「
協
同

組
合
」
や
「
つ
な
が
る
こ
と
」

の
素
晴
ら
し
さ
を
改
め
て
実
感

し
、
医
療
生
協
と
い
う
組
織
を

見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
と
な
っ

た
話
。

　

今
回
の
研
修
に
は
二
つ
の
目

的
が
あ
っ
た
。
一
つ
目
は
、
協

同
組
合
運
動
を
広
げ
る
た
め
に

必
要
な
組
合
員
活
動
を
学
ぶ
こ

と
。
二
つ
目
は
、
具
体
的
な
組

合
員
活
動
で
あ
る
全
国
四
課
題

（
仲
間
ふ
や
し
・
増
出
資
・
班

支
部
づ
く
り
・
担
い
手
づ
く
り
）

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と

で
あ
る
。

　

研
修
一
日
目
は
、
常
務
理
事

と
理
事
会
参
与
の
お
二
人
か
ら

「
組
合
員
が
協
同
の
力
で
ど
の

よ
う
な
活
動
を
行
い
、
自
分
ら

し
い
暮
ら
し
の
実
現
に
つ
な
げ

て
い
る
の
か
」
を
伺
っ
た
。
お

二
人
の
話
に
共
通
し
て
特
に
印

象
に
残
っ
た
こ
と
は
、「
職
員

だ
か
ら
、
組
合
員
だ
か
ら
と
区

別
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
た

ち
の
医
療
生
協
は
自
分
た
ち
で

つ
く
っ
て
い
く
」
と
い
う
姿
勢

だ
っ
た
。
小
さ
な
単
位
で
地
域

に
目
を
向
け
、
自
分
た
ち
は
何

を
し
た
い
の
か
、
何
を
す
べ
き

な
の
か
を
常
に
考
え
て
い
る
と

い
う
点
だ
。
で
は
、
今
の
き
ら

り
健
康
生
協
は
ど
う
だ
ろ
う
…

　
「
組
合
員
活
動
だ
か
ら
こ
う

す
べ
き
」
と
押
し
付
け
て
は
い

な
い
か
。
逆
に
、「
上
か
ら
の

指
示
が
な
い
と
動
け
な
い
」
と

思
っ
て
は
い
な
い
か
。
こ
れ
ら

の
考
え
が
す
べ
て
間
違
い
だ
と

は
思
わ
な
い
。
し
か
し
、
本
来

の
協
同
組
合
の
姿
「
私
た
ち
の

暮
ら
し
の
安
心
は
、
私
た
ち
み

ん
な
で
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
こ

と
」
を
、
ど
こ
か
に
置
き
忘
れ

て
し
ま
っ
て
は
い
な
い
か
と
不

安
に
な
っ
た
。

　

創
立
か
ら
四
十
四
年
、
長
く

活
動
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
組

合
員
さ
ん
た
ち
の
思
い
。
そ
し

て
、
時
代
の
変
化
と
と
も
に
移

り
変
わ
る
地
域
や
新
た
な
組
合

員
さ
ん
た
ち
の
存
在
。
こ
れ
ら

を
う
ま
く
融
合
さ
せ
、
協
同
組

合
の
良
さ
を
よ
り
発
揮
で
き
な

い
だ
ろ
う
か
…
。
お
二
人
の
話

を
聞
き
な
が
ら
、
理
事
と
し

て
、
職
員
と
し
て
、
そ
し
て
組

合
員
と
し
て
、
そ
の
責
任
の
重

さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
た
。

　

協
同
の
力
で
事
業
（
経
営
）

を
支
え
、
協
同
の
力
で
事
業

（
品
質
）
を
つ
く
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
班
を
基
礎
に
、
支
部

を
単
位
と
し
て
組
織
運
営
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
、

こ
の
協
同
の
力
を
支
え
る
の
が

全
国
四
課
題
（
仲
間
ふ
や
し
・

増
出
資
・
班
支
部
づ
く
り
・
担

い
手
づ
く
り
）
で
あ
る
こ
と
も

改
め
て
学
ん

だ
。
医
療
生
協

は
仲
間
と
出
資

金
、
そ
し
て
支

部
や
班
活
動
に

支
え
ら
れ
て
お

り
、
ま
さ
に
き

ら
り
健
康
生
協
は
組
合
員
さ
ん

あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
っ
て
い
る

の
だ
。
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る

組
織
と
は
何
か
。
職
員
と
地

域
・
組
合
員
さ
ん
と
の
関
わ
り

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
を
き
ち
ん
と
引
き
出

せ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
振
り
返

る
こ
と
で
、
見
え
て
き
た
課
題

も
多
か
っ
た
。

　

一
日
目
の
締
め
く
く
り
は
、

組
合
員
さ
ん
た
ち
が
集
う
卓
球

広
場
で
の
交
流
会
。
久
し
ぶ
り

に
握
っ
た
ラ
ケ
ッ
ト
は
、
そ
の

日
の
学
び
と
同
じ
く
ら
い
重
く

感
じ
た
。ま
だ
頭
が
固
い
の
か
、

ぎ
こ
ち
な
さ
も
あ
り
空
振
り
ば

か
り
。
そ
れ
で
も
「
こ
の
ま
ま

終
わ
ら
せ
て
は
い
け
な
い
」

と
、
い
つ
の
間
に
か
卓
球
が
き

ら
り
健
康
生
協
へ
の
思
い
と
重

な
り
、
必
死
に
ラ
ケ
ッ
ト
を
振

り
続
け
る
自
分
が
い
た
。

　

佐
倉
支
部
の
組
合

員
さ
ん
が
、
須
川
診

療
所
で
開
催
し
て
い

る
リ
ハ
シ
ュ
ー
レ
に

通
い
、
二
名
の
卒
業

生
が
誕
生
し
ま
し

た
。
そ
の
卒
業
生
が

中
心
に
な
り
始
め
た

月
一
回
の
体
操
広

場
。
十
二
月
に
ス

タ
ー
ト
か
ら
一
周
年

を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
内
容
は

リ
ハ
シ
ュ
ー
レ
で

習
っ
た
体
操
で
す
。

テ
キ
ス
ト
を
見
な
が

ら
、
そ
し
て
参
加
者

の
様
子
を
確
認
し
な

が
ら
進
め
て
い
ま

す
。参
加
者
か
ら
は
、

歩
い
て
行
け
る
と
こ

ろ
で
運
動
で
き
る
の

で
あ
り
が
た
い
と
感

謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

班 会 あ れ こ れ
11／１ 吾妻東支部 ど ん ぐ り 班 時事放談
11／１ 蓬 萊 支 部 パ ソ コ ン 班 パソコンの操作
11／３ 森 合 支 部 有志によるウォーキング班 ウォーキング
11／４ 須川診療所 三 期 生 班 体力測定
11／４ 信 夫 支 部 も み じ 班 ボッチャを楽しもう
11／６ 蓬 萊 支 部 パ ソ コ ン 班 遠出をしましょう
11／７ 佐 倉 支 部 西 部 さ く ら 班 リハシューレ体操
11／８ 信 夫 支 部 す み れ 班 茶話会
11／10 三河台東支部 ト ン ボ 班 認知症マフについて学ぶ、編み物
11／10 吾妻西支部 ス ギ ち ゃ ん 班 にじのまち顔ふきタオル縫い
11／12 須川診療所 めがねちゃん班 ボッチャを楽しもう
11／13 杉 妻 支 部 とやのフレイル予防体操クラブ班 運動と頭の体操
11／14 吾妻東支部 男 の 料 理 班 調理と実食
11／17 須川診療所 ひ ま わ り 班 健口かるたの勉強会
11／17 三河台東支部 ス マ イ ル 班 交流会
11／18 三河台西支部 写 経 す る 会 班 般若心経を写す
11／19 信 夫 支 部 Ｆ Ｎ Ｇ 班 セラバンド
11／19 上松川診療所 メロン・四季桜班 フレイルについて
11／19 上松川診療所 外 来 班 会 ブレストアウェアネス～乳がんについて～
11／19 杉 妻 支 部 あ き づ き 班 将棋・囲碁・健康マージャン
11／20 須川診療所 あ や め 班 セラバンド
11／20 三河台西支部 ス ッ キ リ 班 セラバンド体操と生協強化月間増資の取り組み
11／21 鎌 田 支 部 か す み 草 班 セラバンド体操・ボール体操
11／22 蓬 萊 支 部 ス マ ホ 班 スマホを使おう
11／22 松 川 地 区 ス マ ホ 班 会 スマホを使おう
11／23 森 合 支 部 有志によるウォーキング班 ウォーキング
11／25 吾妻東支部 ミ モ ザ の 園 班 石塚さん～いきいき長寿県民賞受賞～お祝い会
11／26 須川診療所 めがねちゃん班 筋力づくりとゲームを楽しもう
11／26 三河台中支部 小 富 士 班 笑いヨガ（中央西地域包括支援センター）
11／27 渡 利 支 部 支 部 班 手ぬぐい体操
11／27 吾妻西支部 マ ス カ ッ ト 班 インボディ測定
11／28 吾妻西支部 す ず ら ん 班 編み物
11／29 須川診療所 保 大 卒 業 班 運動をしよう

５回開催 森 合 支 部 カ ラ オ ケ 班 カラオケを楽しむ
３回開催 森 合 支 部 体 操 広 場 班 セラバンド体操など
３回開催 杉 妻 支 部 支部ラジオ体操班 ラジオ体操とウォーキング

日　時

ところ 本部健康の家２階
（野田町１丁目15‒12）

※日程は調整致します。

専門の先生をお呼びして、被ばくに関する
健康相談を実施しています。

毎日の生活に不安を抱えている方、
ぜひ、お申込みください。

振津かつみ 先生
ฌݿ県西ॅࡏࢢٶ
ฌݿҩՊ大学Ҩ఻学ࣨڭඇৗࢣߨۈ（放ࣹ榑ج榴ҩ学）

料　金 無料

申込先 ☎531－6262

被ばく健康相談の
お知らせ

　全戸配布させていただきました「私たちは地
域医療をまもるため、診療報酬の期中改定、緊
急的な財政支援を求めます」の署名について、
419枚� 合計1,499筆（11月末現在）となり、県
生協連を通じて提出させていただきました。

　緊急要請ということで、約１か月という短い期間の取り組みで
したが、ご協力いただいた皆様に感謝申し上げます。
　あわせて今後の様々な取り組みにもご協力いただけるよう、重
ねてお願い申し上げます。

▲さあ！大きく手も振って !!

▲一周年記念懇親会の様子

署名の
取り組み
から

リ
ハ
シ
ュ
ー
レ
体
操

一周
年
！

西部
さくら班
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ま
ち
づ
く
り
委
員
会
よ
り

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
よ
り

介
護
保
険
の
課
題
を
ど
う
考
え
る
？

　

私
た
ち
の
老
後
の
生
活
を
支

え
る
介
護
事
業
の
運
営
費
は
、

介
護
報
酬
か
ら
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
報
酬
改
定
は
三
年
に

一
度
の
見
直
し
な
の
で
す
が
、

次
回
の
見
直
し
は
一
年
前
倒
し

と
な
り
、
今
年
六
月
に
臨
時
の

改
定
が
な
さ
れ
ま
す
。
理
由
は

緊
急
的
な
賃
上
げ
に
対
応
し
、

介
護
人
材
を
確
保
す
る
と
い
う

も
の
で
す
。
介
護
事
業
所
の
平

均
賃
金
は
他
産
業
の
平
均
賃
金

を
大
き
く
下
回
り
「
賃
金
を
引

き
上
げ
な
い
と
介
護
職
員
が
い

な
く
な
る
」
と
い
う
危
機
感

が
、
い
ま
さ
さ
や
か
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
れ
な
ら
「
運
営
費
に
当
た

る
介
護
報
酬
を
引
き
上
げ
れ
ば

い
い
の
で
は
」
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
に
は
四
十
歳
以
上
の

国
民
が
支
払
う
介
護
保
険
料
の

引
き
上
げ
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
若
い
方
々
は
将
来
の
備
え

と
な
る
介
護
保
険
よ
り
、
苦
し

い
目
の
前
の
生
活
を
ど
う
す
る

か
が
重
要
と
考
え
て
お
り
、
介

護
保
険
料
の
大
幅
引
き
上
げ
は

簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
そ
れ
な
ら
受
益
者
で
あ
る

高
齢
者
の
利
用
料
負
担
を
多
く

出
し
て
も
ら
っ
た
ら
？
」
と
の

声
も
上
が
り
ま
す
。
し
か
し
、

高
齢
者
の
中
に
は
一
人
暮
ら
し

や
年
金
が
少
な
い
方
も
あ
り
、

利
用
者
負
担
が
増
え
る
と
、

サ
ー
ビ
ス
を
あ
ま
り
受
け
な
く

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
す
る

と
若
い
世
代
が
家
庭
で
の
介
護

の
度
合
い
が
増
え
て
し
ま
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
最
悪
の
場

合
は
見
て
も
ら
え
る
人
が
い
な

い
た
め
に
、
孤
独
死
す
る
と
い

う
不
安
も
出
て
き
ま
す
。

　

過
去
介
護
費
用
は
税
金
で
賄

わ
れ
て
お
り
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス

量
は
絶
対
的
に
不
足
し
て
い
ま

し
た
が
、
介
護
保
険
制
度
で
利

用
者
一
割
負
担
の
仕
組
み
が
で

き
、
財
政
規
模
が
広
が
っ
た
こ

と
で
サ
ー
ビ
ス
量
が
拡
大
し
ま

し
た
。
し
か
し
今
制
度
が
発
足

し
て
二
十
五
年
た
ち
、
そ
の
仕

組
み
も
や
や
限
界
に
来
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

い
ま
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

は
、
介
護
予
防
を
心
が
け
、
介

護
保
険
を
使
う
こ
と
を
先
延
ば

し
に
し
、
財
政
不
足
や
人
材
不

足
を
補
う
と
い
う
も
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
き
ら
り

健
康
生
協
の
す
す
め
る
日
々
の

活
動
の
強
化
や
、
現
在
検
討
し

て
い
る
組
合
員
同
士
の
助
け
合

い
、
ま
た
移
動
支
援
の
仕
組
み

を
充
実
す
る
こ
と
で
健
康
を
維

持
し
孤
独
を
防

ぐ
、
と
い
う
取

り
組
み
が
キ
ー

ポ
イ
ン
ト
に
な

る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

この度、中西ブロック公認キャラクタースカワンレンジャー
が誕生しました。これからいろいろなところで皆様にお会い
するかと思います。かわいがっていただけると嬉しいです。
今後、紙面上でスカワンの詳しいご紹介もしていきます。
よろしくお願いします。

　1２月号の本紙でお知ら
せした認知症の方への

「マフ」づくり。たくさ
んの毛糸も集まり、実際
に作ってみたいとおっ
しゃる方の声もたくさん
いただき、急遽一緒に作
る日を年末２０日に設けま
した。２０名の方が参加さ
れ、渡部常務からマフづくりの意味を報告、先日からマフづくり
で班会をすすめている鈴木さんから具体的な作り方の説明があ
り、有明さん、堀越さんなど班会で実践している先輩たちに手
伝っていただき、進めて行きました。
　約１時間、多少おしゃべりしながら進めましたが、完成には至
らず、次回も実施する事に。
　毎月最終土曜日の13時3０分から、本部３階でしばらく継続する
事としました。
　途中でも誰でも参加ができますので、希望の方がありましたら
下記までご連絡ください。
連絡先　地域保健部　☎526－1515

認知症マフづくり認知症マフづくり
　2007年20名で始まった飯坂
セラバンド教室。コロナ禍を越
え、18年で300回を数えること
となりました。当初は生協から
だった講師も、2018年には参
加者からセラバンドサポーター
を受講した松浦さんにバトン
タッチ。着実に回数を増やして
現在に至りました。

2007／３／20　第１回　20名が参加
2016／２／１　月２回の定期開催へ
　　　　10月　松浦さんサポーター登録
2018／１／29　松浦さんを中心に再始動
2020　　　　　コロナ禍のため一時中止も
2023／７／24　松浦さん体制100回達成
2025／12／８　通算18年 300回達成

◀松浦先生

こ
れ
か
ら

よ
ろ
し
く
ね

▲厳しいけれど途中冗談もあり楽しい体操です

▲300回を記念して皆さんと懇親会を開きました

出動
!!

いいのかしらいいのかしらいいのかしら

どこに
相談したらいいのかしら

最近
ある
くの
が

たい
へん

どう
した
ら

いい
のか
しら

たすけてー
たすけてーたすけてー

セキ
が

とま
らな
いよ
ー

ネツ
もあ
るよ
ー

だれか
たすけてー

いいのかしらたすけて
ー

んっ？ピクッ

スチャッ

シャキン

ギュッ

こちらのおくすりを
処方するワン

ありがとう

ありがとう

ぼくがいっしょに
考えるワン!!

みんなの健康は
ボクたちが守るワン !!

ドーン！！！
第１話　スカワン参上 !!

きらり戦隊
スカワンレンジャ

ー!!

中西ブロックの中西ブロックの公認キャラクター公認キャラクターがが誕生誕生しましたしました

セラバンド教室の歴史セラバンド教室の歴史

これからもみんな元気で続けていけますよう
宜しくお願いいたします。

飯坂セラバンド教室�飯坂セラバンド教室� 300300回回

①⑤

⑥

⑦

⑧

②
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④
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